
幸せを呼ぶ直紀の世界 画：飯野　直紀
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第
45
回
埼
玉
県
民
生
委
員
・
児
童
委
員
大
会 

開
催
報
告

　

令
和
元
年
9
月
17
日
（
火
）、「
令
和
元
年

度　

第
45
回
埼
玉
県
民
生
委
員
・
児
童
委
員

大
会
」
が
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
の
埼
玉
会
館

「
大
ホ
ー
ル
」
で
、
埼
玉
県
内
の
民
生
委
員

や
関
係
団
体
、
行
政
・
社
協
職
員
等
１
３
０

０
名
余
の
参
加
を
得
て
、
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

日　
程

○
開
会
の
こ
と
ば

　

国
歌
斉
唱

　

慰
霊
黙
祷

　

民
生
委
員
信
条
朗
読

○
主
催
者
挨
拶

○
民
生
委
員
及
び
児
童
委
員

　

知
事
功
労
章
授
与

○
優
良
民
児
協
表
彰

○
永
年
勤
続
単
位
民
児
協
会
長
表
彰

○
来
賓
祝
辞

○
来
賓
紹
介

○
受
賞
者
代
表
謝
辞

　
（
休
憩
）
〜
民
生
委
員
音
頭
〜

○
講
演

　

�「
高
齢
者
等
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
」

　

厚
生
労
働
省�

関
東
信
越
厚
生
局

　
　

健
康
福
祉
部�

健
康
福
祉
課

　
　
　

課
長　

家
田　

康
典　

氏

○
宣
言
採
択

○
斉
唱
「
民
生
委
員
の
歌
」

○
閉
会
の
こ
と
ば

式　

典

【
主
催
者
挨
拶
】

大野県知事大谷県民児協会長

「本日お集りの民生委員・児童委員の
皆様には、地域福祉のけん引役として、
今後とも御支援・御協力を賜りますよ
う、お願い申し上げます。」

「本年度の大会が、県内すべての民生委
員・児童委員の『心をひとつにする』機
会となり、『新たなる一歩』を踏み出す機
会となりますことを心から祈念します。」

【
表
彰
状
授
与
】

◇�民生委員及び児童委員知事
功労章受章者� （236名）

知事功労章受章者
受賞者代表

新座市東部第二地区民児協
会長　松　隈　素　紗　氏

◇�永年勤続単位民生委員・児童委員
協議会会長表彰受賞者� （22名）

受賞者代表　
東松山市松山第一地区民児協
会長　藤　井　忠　興　氏

◇�優良民生委員・児童委員協議
会表彰受賞地区� （15地区）
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【
来
賓
祝
辞
】

【
受
賞
者
代
表
謝
辞
】

埼玉県議会議長
神　尾　髙　善　氏来賓の皆様

民生委員及び児童委員
知事功労章
毛呂山町

岡野　國明　氏

埼玉会館
大ホール

【
民
生
委
員
の
歌
（
花
咲
く
郷
土
）
斉
唱
】

【
大
会
運
営
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
】

　

埼
玉
県
民
生
委
員
大
会
は
、
埼
玉
県
の
関

係
団
体
等
の
ご
協
力
を
得
て
運
営
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
暮
ら
す
地
域
で
は
、
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
、
地
域
に
お
け

る
人
間
関
係
の
希
薄
化
に
よ
り
、
従
来
の
共
同
体
機
能
が
弱
体
化
し
、
住
民

の
抱
え
る
生
活
課
題
や
福
祉
課
題
も
多
様
化
、
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。

　

住
民
の
最
も
身
近
な
相
談
相
手
で
あ
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
こ
れ

ま
で
生
活
困
窮
者
の
発
見
や
自
立
相
談
支
援
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機

関
へ
の
つ
な
ぎ
、
関
係
機
関
と
連
携
し
た
要
支
援
者
の
見
守
り
な
ど
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　

国
に
お
い
て
は
、
地
域
住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
り
、
様
々
な
課
題
を
抱

え
る
人
び
と
を
地
域
で
支
え
合
う
「
共
生
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
住
民
や
世
帯
が
抱
え
る
多
様
で
複
合
的
な
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
す
る

た
め
、
各
自
治
体
に
は
包
括
的
な
支
援
体
制
を
構
築
す
る
な
ど
新
た
な
制
度

の
創
設
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
日
、
こ
の
大
会
の
開
催
に
当
た
り
、
私
た
ち
埼
玉
県
民
生
委
員
・
児
童

委
員
一
同
は
、
こ
れ
か
ら
も
、
常
に
地
域
住
民
の
立
場
に
立
っ
て
、
相
談
・

支
援
活
動
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
誰
も
が
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
て
、
各
市
町
村
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
活
動
の
強

化
と
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
に
取
り
組
み
、
も
っ
て
、
本
県
社
会
福
祉
の
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
決
意
し
、
こ
こ
に
宣
言
し
ま
す
。

　

令
和
元
年
9
月
17
日

�

令
和
元
年
度　

第
45
回
埼
玉
県
民
生
委
員
・
児
童
委
員
大
会

大
　
会
　
宣
　
言

民生委員音頭披露

受付の様子
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厚
生
労
働
省
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
改
革

を
進
め
て
い
ま
す
が
、
実
際
の
現
場
で
政
策

実
施
機
関
と
し
て
取
り
組
む
ブ
ロ
ッ
ク
機
関

が
全
国
に
８
か
所
あ
り
、
私
が
所
属
し
て
い

る
「
関
東
信
越
厚
生
局
」
は
、
一
都
九
県

（
首
都
圏
、
甲
信
越
）
を
管
内
と
し
て
い
ま

す
。

　

地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
制
度
改
革
を
行

う
中
間
的
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
地
域
社

会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
事
業
と
し
て
、
主
に

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

aaa

aaaa
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a 【関

東
信
越
厚
生
局
と
は
】

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
社
会
保
障
制
度
改
革
は
、
団

塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
に
な
る
「
２
０
２
５

年
」
に
対
応
し
た
も
の
で
し
た
が
、
今
後
は

「
２
０
４
０
年
」
が
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
て
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
高
齢
化

の
ピ
ー
ク
は
、
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
が
65
歳

以
上
に
な
る
２
０
４
２
年
と
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
以
降
は
高
齢
者
の
数
は
減
少
し
て
い
く

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
今
後

は
「
２
０
４
０
年
」
の
展
望
を
考
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
日
本
で
は
「
社
会
保
障
・
働
き
方

改
革
」
を
と
り
ま
と
め
、「
２
０
４
０
年
を

展
望
し
、
誰
も
が
よ
り
長
く
元
気
に
活
躍
で

き
る
社
会
の
実
現
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

２
０
４
０
年
を
展
望
す
る
と
、
高
齢
者
人
口

の
伸
び
は
鈍
化
し
て
い
く
こ
と
が
見
え
て
お

り
、
２
０
２
５
年
を
過
ぎ
る
と
現
役
世
代
が

減
少
し
て
い
く
時
代
に
突
入
し
て
い
き
ま

す
。

　

現
役
世
代
の
人
口
の
急
減
を
前
提
と
し

て
、
現
在
、
私
た
ち
は
「
総
就
業
者
数
の
増

加
」
と
い
う
施
策
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

aaaa

aaaaa
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a 【

２
０
４
０
年
を
展
望
し
た
社
会
保
障・

働
き
方
改
革
本
部
の
と
り
ま
と
め
】

ま
す
。
ま
た
、
人
手
を
か
け
ず
に
、
よ
り
効

率
よ
く
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
を

目
指
し
、
①
多
様
な
就
労
・
社
会
参
加
、
②

健
康
寿
命
の
延
伸
、
③
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ

ス
改
革
の
３
つ
の
局
面
か
ら
政
策
を
進
め
て

い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
民
生
委
員
の
皆
様
が
地
域
で
取
り

組
ん
で
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
も
「
多
様
な

就
労
・
社
会
参
加
」
と
関
連
し
て
く
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　　

超
高
齢
社
会
を
見
据
え
て
、
今
後
は
サ
ー

ビ
ス
提
供
だ
け
で
な
く
、「
地
域
づ
く
り
」
を

主
題
と
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

地
域
の
高
齢
者
の
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め

に
は
、
医
療
や
介
護
、
健
康
づ
く
り
の
他
に
、

地
域
住
民
が
互
い
に
支
え
合
う
「
互
助
」
が

必
要
で
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
課
題
に
向
け
て
知
恵
を
出

し
合
う
「
地
域
ケ
ア
会
議
」
は
、
専
門
職
が

知
恵
を
持
ち
寄
る
場
と
し
て
、
民
生
委
員
の

皆
様
も
参
画
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

地
域
の
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
集
ま
っ

て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
互
い
に

支
え
合
い
、
そ
の
中
で
知
恵
を
出
し
合
っ
て

対
応
し
て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
地
域

づ
く
り
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

aaa

aaaa
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a 【こ

れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
戦
略
】

　

国
で
制
度
を
つ
く
り
、
私
た
ち
が
支
援
を

し
、
都
道
府
県
、
市
町
村
で
サ
ー
ビ
ス
の
展

開
を
し
て
い
き
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
ワ

ン
メ
イ
ク
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

そ
こ
に
味
付
け
を
す
る
と
い
う
意
味
で
、
民

生
委
員
の
皆
様
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

自
治
体
は
、
地
域
の
実
情
を
全
て
把
握
で

き
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
や
は
り
、

普
段
か
ら
地
域
で
活
動
し
て
い
る
民
生
委
員

の
皆
様
の
方
が
地
域
の
状
況
を
把
握
し
て
い

る
よ
う
思
い
ま
す
。
拾
っ
た
情
報
（
ニ
ー
ズ
）

を
自
治
体
職
員
な
ど
に
話
し
、
広
め
て
い
っ

て
く
だ
さ
い
。
行
政
に
対
し
、
敷
居
が
高
い

と
思
わ
れ
て
い
る
住
民
の
方
も
多
い
た
め
、

民
生
委
員
の
皆
様
に
支
援
の
つ
な
ぎ
役
に

な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
中
の
問
題
を
「
見
え
る
化
」

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
同

じ
問
題
で
も
、
状
況
や
地
域
に
よ
っ
て
中
身

が
異
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
地
域
と
の
「
つ
な
が
り
」
が
で

き
る
の
は
、
日
頃
か
ら
地
域
に
根
ざ
し
た
活

動
を
し
て
い
る
民
生
委
員
な
ら
で
は
の
強
み

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
強
み
を
活
か
し
、
地

域
の
仕
組
み
づ
く
り
を
発
展
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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【
講
演
】

　
　
「
高
齢
者
等
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
」
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働
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関
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越
厚
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康
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健
康
福
祉
課

課
長
　
家
田
　
康
典
　
氏

講
　
師
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草
加
東
部
地
区
民
児
協

越
谷
市　
　

桜
井
地
区
民
児
協

三
郷
市　
　

東
和
西
第
2
地
区
民
児
協

川
越
市　
　

第
９
地
区
民
児
協

飯
能
市　
　

南
高
麗
地
区
民
児
協

東
松
山
市　

松
山
第
一
地
区
民
児
協

富
士
見
市　

み
ず
ほ
台
地
区
民
児
協

鶴
ヶ
島
市　

第
一
地
区
民
児
協

川
口
市　
　

新
郷
地
区
民
児
協

鴻
巣
市　
　

赤
見
台
地
区
民
児
協

上
尾
市　
　

上
尾
東
地
区
民
児
協

桶
川
市　
　

西
第
４
地
区
民
児
協

熊
谷
市　
　

第
８
地
区
民
児
協

本
庄
市　
　

第
一
地
区
民
児
協

熊
谷
市　
　

第
６
地
区
民
児
協

　
　
　
　
　

会
長　

道　

下　
　
　

昭

秩
父
市　
　

吉
田
地
区
民
児
協

　
　
　
　
　

会
長　

髙　

橋　

幸
太
郎

所
沢
市　
　

小
手
指
第
２
地
区
民
児
協

　
　
　
　
　

会
長　

海　

野　

一　

興

所
沢
市　
　

三
ケ
島
第
１
地
区
民
児
協

　
　
　
　
　

会
長　

小　

原　

共　

子

加
須
市　
　

三
俣
地
区
民
児
協

　
　
　
　
　

会
長　

坪　

井　

良　

雄

加
須
市　
　

志
多
見
地
区
民
児
協

　
　
　
　
　

会
長　

町　

田　

由　

男

東
松
山
市　

松
山
第
一
地
区
民
児
協

　
　
　
　
　

会
長　

藤　

井　

忠　

興

狭
山
市　
　

水
富
地
区
民
児
協

　
　
　
　
　

会
長　

水　

田　

久
美
子

鴻
巣
市　
　

赤
見
台
地
区
民
児
協

　
　
　
　
　

会
長　

鈴　

木　

輝　

雄

深
谷
市　
　

南
地
区
民
児
協

　
　
　
　
　

会
長　

宮　

島　

典　

子

深
谷
市　
　

上
柴
地
区
民
児
協

　
　
　
　
　

会
長　

児　

玉　

美　

子

草
加
市　
　

草
加
東
部
地
区
民
児
協

　
　
　
　
　

会
長　

加　

藤　

武　

治

越
谷
市　
　

蒲
生
地
区
民
児
協

　
　
　
　
　

会
長　

岩　

淵　

秀　

一

蕨　

市　
　

南
町
地
区
民
児
協

　
　
　
　
　

会
長　

本　

坊　

ミ
ナ
子

戸
田
市　
　

上
戸
田
地
区
民
児
協

　
　
　
　
　

会
長　

石　

井　

勝　

則

朝
霞
市　
　

東
部
地
区
民
児
協

　
　
　
　
　

会
長　

須　

田　

菊　

枝

新
座
市　
　

東
部
第
一
地
区
民
児
協

　
　
　
　
　

会
長　

貫　

井　
　
　

功

新
座
市　
　

東
部
第
二
地
区
民
児
協

　
　
　
　
　

会
長　

松　

隈　

素　

紗

桶
川
市　
　

西
第
４
地
区
民
児
協

　
　
　
　
　

会
長　

深　

谷　

三　

男

久
喜
市　
　

菖
蒲
地
区
民
児
協

　
　
　
　
　

会
長　

長
谷
川　

朱　

實

鶴
ヶ
島
市　

第
一
地
区
民
児
協

　
　
　
　
　

会
長　

藤　

掛　

曻　

司

寄
居
町　
　

民
児
協

　
　
　
　
　

会
長　

池　

田　

和　

男

表
彰
受
賞
者
（
敬
称
省
略
）

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

民
生
委
員
及
び
児
童
委
員
県

知
事
功
労
章
受
章
者

�
〜
２
３
６
名
〜

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

優
良
民
生
委
員
・
児
童
委
員

協
議
会
表
彰
受
賞
地
区

�

〜
15
地
区
〜

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

??????????????????????????????

永
年
勤
続
単
位
民
生
委
員
・

児
童
委
員
協
議
会
会
長
表
彰

受
賞
者

�

〜
22
名
〜
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共同募金運動に
　協力しましょう！
〜共同募金への担当地区内での個人大口・法人募金協力者の開拓に協力しましょう〜

　地域における各種福祉サービス活動及び施設等における設備充実のために、共同募金運動に対し
て大きな期待が寄せられています。
　県民児協では、7月に開催された理事会（7／12開催）及び評議員会（7／24開催）において、民
生委員が地域福祉の推進役として積極的に共同募金運動に協力することを目的に、次のような申し
合わせをしましたので、特段のご高配をお願いいたします。

1　趣旨「個人大口・法人募金」協力者の開拓
　各市町村共同募金支会における募金組織の活動方針に即応しつつ、各民生委員が支会の奉仕者と
して、担当地域内において主として「個人大口・法人募金」にかかる新たな理解者・協力者の開拓
推進に協力する。

2　目標及び方法
（1）�県民児協の「申し合わせ」として、おおむね1人の民生委員あたりに換算して、1万円以上の実績が上

がることを目標として、理解者・協力者の開拓に努力するものとすること。
（2）�この運動による実績は、全て各市町村共同募金支会の実績額に組み込まれるものであり、民児協とし

ての特別枠をたてるものではないこと。
（3）�実施にあたっては支会事務局と密接な連携のもとに同支会の策定する募金活動の要領に沿って実施す

るものとすること。

3　その他
　各市町村支会の募金（戸別募金・街頭募金・学校募金・バッジ、クオカード、図書カードを使用した職
域募金並びに個人大口・法人募金）については、目標額の50％を超えた実績額が、地元市町村社協が行う
地域福祉活動の財源として助成されることとなります。
　平成26年度から共同募金運動の期間を10月1日から翌年3月31日までの6ヵ月間に拡大されました。
　＜例＞
　●100％の場合
　　目標額5,000,000円・実績額5,000,000円
� 50％＝2,500,000円
　　　

5,000,000円
� 50％＝2,500,000円（市町村社協に助成）

　●120％の場合
　　目標額5,000,000円・実績額6,000,000円
� 50％＝2,500,000円
　　　

5,000,000円
� 50％＝2,500,000円＋1,000,000円（目標超過額）＝3,500,000円（市町村社協に助成）

令和元年度一般募金目標額　682,000,000円
� （支会募金670,017,000円、本部扱募金11,983,000円）
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令
和
元
年
度

　

第
79
回　

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
研
究
協
議
会 

参
加
報
告

　

埼
玉
県
を
代
表
し
て
、
本
会
副
会
長
（
朝
霞

市
民
児
協
会
長
）
の
槗
本
芳
博
氏
よ
り
、
第
1

分
科
会
の
テ
ー
マ「『
地
域
版　

活
動
強
化
方
策
』

の
策
定
に
向
け
て
」
に
つ
い
て
、
埼
玉
県
民
児

協
の
取
り
組
み
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

埼
玉
県
民
児
協
版
「
活
動
強
化
方
策
」
は
、

単
位
民
児
協
版
「
活
動
強
化
方
策
」
を
集
約
し

て
策
定
さ
れ
る
市
町
村
民
児
協
版
「
活
動
強
化

方
策
」
を
集
約
し
て
策
定
す
る
、
ボ
ト
ム
ア
ッ

プ
方
式
で
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
ま
ず
単
位
民
児
協
版
の
作
成
に
取
り
か

か
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
取
り
組
み
方
の
確
認
と
、
作
成
過
程

で
の
課
題
を
把
握
す
る
た
め
に
、
県
内
の
市
町

村
民
児
協
会
長
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
A
、
B
、
C
を
使
っ
て
単
位
民
児
協

版
を
作
成
す
る
演
習
を
行
い
ま
し
た
。
演
習
で

行
っ
た
取
り
組
み
方
は
一
例
で
す
が
、
参
考
に

し
て
各
地
域
で
取
り
組
み
を
進
め
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
作
成
過
程

で
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
支
援
等
を
検
討
し
て

い
く
と
報
告
い
た
し
ま
し
た
。

　
（
取
り
組
み
方
に
つ
い
て
は
、
本
号
8
〜
9

ペ
ー
ジ
の
ブ
ロ
ッ
ク
別
市
町
村
民
児
協
会
長
連

絡
会
議
を
参
照
く
だ
さ
い
。）

＜分科会協議題＞
第１分科会　「地域版　活動強化方策」の策定に向けて
　　　　　　　〜�地域の実情に即した活動を実践するための方策の必要性を共有し、

活動しやすい環境づくりを考える〜
第２分科会　児童委員、主任児童委員活動の推進に向けて
　　　　　　　〜�「全国児童委員活動強化推進方策2017」に基づく取り組み状況等

について情報共有と協議を行う〜
第３分科会　高齢者の貧困と孤立について
　　　　　　　〜�地域で暮らす高齢者の貧困と孤立が顕在化しており、民生委員児

童委員の支援について考える〜
第４分科会　地域のつながり、地域の力を高めるために
　　　　　　　〜�民生委員児童委員が活動を広げるための関係機関・団体との連携

や地域とのつながりについて考える〜

第
１
日　

　
◆
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

【
式
典
／
開
会
】

　
◆
開
会
の
こ
と
ば

　
◆
民
生
委
員
児
童
委
員
信
条
朗
読

　
　
児
童
憲
章　
朗
読

　
◆
物
故
民
生
委
員
児
童
委
員
に
対
す
る
黙
祷

　
◆
主
催
者
あ
い
さ
つ

　
◆
来
賓
あ
い
さ
つ

【
全
体
会
】

　
◆
議
長
、
副
議
長
の
選
出

　
◆
前
年
度
研
究
協
議
会
概
要
報
告

　
◆
基
調
報
告

【
閉
会
】

　
◆
次
回
開
催
地
あ
い
さ
つ
（
静
岡
市
）

　
◆
民
生
委
員
の
歌
「
花
咲
く
郷
土
」
斉
唱

　
◆
閉
会
の
こ
と
ば

【
記
念
講
演
】

　
「
優
し
さ
と
勇
気
の
育
て
方

　

�

―
夜
回
り
先
生
、
い
の
ち
の
授
業
」

　
　
　
　
講
師
：
花
園
大
学
客
員
教
授

�

水
谷　

�

修　
氏

【
夕
食
・
情
報
交
流
会
】

　

新
城
郷
土
芸
能
囃
子
曲
持
保
存
会
に
よ
る

「
新
城
の
囃
子
曲
持
」

第
２
日　

【
分
科
会
協
議
】

　

�　

４
つ
の
分
科
会
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
テ
ー
マ
に
基
づ
い
た
実
践
報
告
及
び
協

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
第
79
回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
研
究
協
議
会
が
神
奈
川
県
川
崎
市
で
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
２
８
８
名
の
民
生
委
員
が
参
加
し

て
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
催
日
：
令
和
元
年
７
月
４
日
（
木
）〜
５
日
（
金
）�

本
県
参
加
者

場　

所
：
神
奈
川
県
川
崎
市
「
川
崎
日
航
ホ
テ
ル
」�

10
名

日　程

式典・全体会の様子

第1分科会の様子
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令
和
元
年
６
月
〜
７
月
に
各
市
町
村
民
児

協
会
長
を
対
象
に
、県
内
４
つ
の
会
場
で
「
ブ

ロ
ッ
ク
別
市
町
村
民
児
協
会
長
連
絡
会
議
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
会
議
は
、
市
町
村

民
児
協
相
互
の
連
絡
提
携
を
図
り
、
民
児
協

活
動
及
び
運
営
上
の
諸
課
題
に
つ
い
て
研
究

協
議
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
開
催
当
番
市
の

ご
協
力
を
得
な
が
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
「
こ
ど
も
応
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

埼
玉
に
つ
い
て
」
の
講
義
と
、「
わ
が
ま
ち

取
り
組
み
自
慢
」
と
題
し
て
各
開
催
当
番
市

民
児
協
の
実
践
事
例
発
表
、
そ
し
て
「
地
域

版
活
動
強
化
方
策
の
作
成
に
向
け
て
」
の
研

究
協
議
を
し
ま
し
た
。

開
催
日
／
場
所

【
東
部
】
７
月
18
日
／
幸
手
市　
【
西
部
】
６
月
12
日
／
所
沢
市

【
南
部
】
６
月
17
日
／
上
尾
市　
【
北
部
】
６
月
28
日
／
深
谷
市

令
和
元
年
度「
ブ
ロ
ッ
ク
別
市
町
村
民
児
協

会
長
連
絡
会
議
」開
催
報
告

　

貧
困
は
見
え
に
く
く
、
身
近
な
問
題
と
し

て
捉
え
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
３

食
食
べ
ら
れ
な
い
（
意
欲
低
下
か
ら
学
力
格

差
へ
）、
一
人
で
食
べ
る
（
孤
食
）、
修
学
旅
行

に
行
け
な
い
、
部
活
動
が
で
き
な
い
（
友
人

関
係
・
体
験
機
会
の
喪
失
）
等
、
生
活
習
慣

や
学
び
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が
奪
わ
れ
、
当

た
り
前
の
生
活
が
営
め
て
い
な
い
状
態
（
相
対

的
貧
困
）
の
子
供
が
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
態
が
続
く
と
、
子
供
は
自

己
肯
定
感
が
低
下
し
努
力
し
て
も
無
駄
と
い

う
気
持
ち
に
な
り
「
自
分
に
で
き
る
は
ず
が

な
い
」
と
、
自
ら
低
い
「
限
界
設
定
」
を
し

て
し
ま
い
ま
す
。

　

貧
困
家
庭
の
子
供
の
多
く
は
、
勉
強
の
つ

ま
ず
き
を
解
消
で
き
な
い
で
い
ま
す
。
そ
の
ま

ま
成
長
し
た
子
供
は
、
高
校
受
験
や
就
職
が

思
う
よ
う
に
い
か
ず
、
悪
循
環
に
よ
っ
て
貧
困

が
連
鎖
し
ま
す
。
ま
た
、
成
績
や
テ
ス
ト
の

点
数
等
で
測
る
認
知
能
力
と
は
別
に
、
点
数

で
は
測
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
自
己
肯
定
感

（
自
尊
心
）、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
自

制
心
等
の
頑
張
る
力
と
な
る
「
非
認
知
能
力
」

も
貧
困
に
よ
っ
て
格
差
が
生
じ
ま
す
。
自
己

肯
定
感
が
幼
い
頃
か
ら
奪
わ
れ
る
と
、
勉
強

や
就
職
、
家
庭
を
営
む
こ
と
等
、
人
生
の
す

べ
て
を
諦
め
て
し
ま
い
、
大
人
に
な
り
再
び
貧

困
に
陥
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
経

済
的
な
困
窮
だ
け
で
は
な
く
、
自
立
す
る
力

の
伝
達
行
為
で
あ
る
「
社
会
的
相
続
」
の
欠

如
が
起
こ
り
ま
す
。
生
活
習
慣
や
、
人
や
社

会
と
関
わ
る
力
、
学
習
意
欲
・
習
慣
等
が
身

に
付
か
な
い
ま
ま
大
人
に
な
り
、
自
分
の
子

供
に
も
連
鎖
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

子
供
の
自
立
す
る
力
を
育
む
た
め
の
拠
点

と
し
て
、
子
ど
も
食
堂
が
地
域
住
民
の
自
発

的
な
取
り
組
み
と
し
て
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
食
堂
の
き
っ
か
け
は
食
事
・
食
育

の
提
供
で
す
が
、
そ
の
他
に
学
習
支
援
や
、

遊
び
、
職
業
体
験
、
生
活
習
慣
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
体
験
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
子
供
た
ち

の
非
認
知
能
力
を
育
み
、
生
き
る
力
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
食
堂
は
、
親
の
孤
立
の
解

消
、
シ
ニ
ア
の
生
き
が
い
づ
く
り
の
場
等
、
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
拠
点
の
機
能
が
あ

り
ま
す
。
つ
ま
り
、
子
供
の
貧
困
対
策
と
地

域
社
会
の
再
生
の
２
つ
の
視
点
が
あ
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
地
域
課
題
の
解
決
に
繋
が
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

〔
埼
玉
県
の
取
り
組
み
〕

　

埼
玉
県
で
は
、
子
供
の
居
場
所
が
８
０
０

か
所
（
県
内
の
小
学
校
区
数
）
に
な
る
こ
と

を
目
標
に
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
活
動
を

応
援
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
４
月
か
ら
貧
困
の
連
鎖
解
消
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発
足
し
、
平
成
30
年
６

月
に
は
「
こ
ど
も
応
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
埼
玉

（
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
）」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

情
報
を
発
信
し
て
、
世
論
を
動
か
し
、
や
り

た
い
人
の
背
中
を
押
す
仕
組
み
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
「
こ
ど
も
応
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
埼
玉
」
は
、

『
社
会
全
体
で
子
ど
も
を
育
て
る
』
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
会
員
に
は
情

報
提
供
に
加
え
て
、
支
援
先
の
ニ
ー
ズ
と
マ
ッ

チ
ン
グ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。
例

え
ば
、
活
動
場
所
を
探
し
て
い
る
方
と
提
供

で
き
る
方
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
等
、
既
存
の
社

会
資
源
を
有
効
活
用
し
ま
す
。

　

今
年
度
の
子
供
の
居
場
所
づ
く
り
支
援
策

と
し
て
、
子
供
の
居
場
所
づ
く
り
に
取
り
組
み

た
い
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
食
材
の
確
保
な
ど

の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
く
、
運
営
に
不
安
が
あ
る
方

や
団
体
に
対
し
て
、
居
場
所
づ
く
り
の
立
ち
上

げ
方
や
運
営
方
法
、
地
域
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
す
る
「
こ
ど

も
の
居
場
所
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
の
派
遣

を
開
始
し
ま
し
た
。
困
り
ご
と
に
対
し
て
専
門

家
の
派
遣
、
訪
問
支
援
（
２
回
）
や
、
現
場
実

習
（
３
回
）
等
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

「
こ
ど
も
応
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

�

埼
玉
に
つ
い
て
」

埼
玉
県
福
祉
部

　

少
子
化
対
策
局
長
付
企
画
幹

�

内　

田　

貴　

之　

氏

講  

師

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

000

000

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

講　

義
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そ
の
他
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
構
築
や
こ
ど

も
食
堂
応
援
基
金
の
新
設
、
事
例
集
の
製
作

等
、
多
彩
な
支
援
を
進
め
て
応
援
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、一
緒
に
子
供
の
居
場
所
づ
く
り
、

そ
し
て
地
域
社
会
の
再
生
を
進
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

「
わ
が
ま
ち
取
り
組
み
自
慢
」

【
発
表
者
】

〇
東
部
ブ
ロ
ッ
ク

　

幸
手
市
民
児
協

　
　

会　

長　
　

吉　

川　

一　

男　

氏

○
西
部
ブ
ロ
ッ
ク

　

所
沢
市
民
児
連

　
　

会　

長　
　

橋　

爪　
　
　

猛　

氏

○
南
部
ブ
ロ
ッ
ク

　

上
尾
市
民
児
連

　
　

会　

長　
　

鮫　

嶋　

紀　

子　

氏

○
北
部
ブ
ロ
ッ
ク

　

深
谷
市
民
児
協

　
　

副
会
長　
　

河　

田　

英　

雄　

氏

テ
ー
マ
「
地
域
版�

活
動
強
化
方
策
の
作
成
に
向

け
て
」

　

各
地
域
で
「
単
位
民
児
協
版�

活
動
強
化
方

策
」
の
作
成
を
さ
ら
に
進
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
取
り
組
み
方
の
一
例
と
し
て
、
演
習
を
行

い
ま
し
た
。

〈
ま
と
め
〉

　

単
位
民
児
協
で
取
り
組
む
際
、
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
Ｃ
「
今
後
、
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
」
を

話
し
合
う
こ
と
で
、
課
題
に
対
す
る
具
体
的

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

000

000

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

実
践
事
例
発
表

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

000

000

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

研
究
協
議

な
取
り
組
み
方
を
計
画
す
る
こ
と
に
な
る
た

め
、
そ
の
計
画
が
「
単
位
民
児
協
版�

活
動
強

化
方
策
」
と
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
演
習
を
通
し
て
伝
え
た
か
っ
た

こ
と
と
し
て
、
一
つ
目
は
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ａ
、

Ｂ
を
作
成
す
る
意
義
で
す
。
作
成
す
る
こ
と

で
担
当
地
域
に
感
心
を
も
ち
、
実
情
や
課
題

を
整
理
、
把
握
す
る
も
の
と
し
て
活
用
で
き

ま
す
。
ま
た
、
引
き
継
ぎ
に
も
活
用
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
個
々
で
全
て
を
記
入
す
る
必

要
が
あ
る
の
か
、
配
布
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
地
域

に
よ
っ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
人
の
意
見
を
酌
み
な
が
ら
、
自

分
の
意
見
を
発
言
し
、
人
の
意
見
を
大
切
に

す
る
こ
と
で
す
。「
グ
ル
ー
プ
討
議
の
ポ
イ
ン

ト
①
」
の
結
果
、
話
が
逸
れ
る
こ
と
な
く
、

グ
ル
ー
プ
の
意
見
が
ま
と
ま
り
易
く
な
り
ま

し
た
。

　

三
つ
目
、
各
委
員
が
ど
の
よ
う
な
「
悩
み

事
」
や
「
困
り
事
」、「
課
題
」
を
抱
え
て
い
る

の
か
を
共
有
す
る
機
会
と
捉
え
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
し
て
、
四
つ
目
は
委
員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
で
す
。「
グ
ル
ー
プ

討
議
の
ポ
イ
ン
ト
②
」
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
皆
で
一
緒
に
考
え
な
が
ら
、
話
し
合
い
、

取
り
ま
と
め
て
い
く
作
業
行
程
が
、
単
位
民

児
協
と
し
て
の
機
能
と
活
動
を
強
化
す
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

以
上
、
４
点
に
重
点
を
お
き
、
演
習
を
行

い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
回
の
手
法
に
対
し
て
、
ま
と

め
る
の
が
難
し
い
、
上
手
く
進
め
ら
れ
る
か
不

安
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を
頂
戴
し
ま
し

た
。
単
位
民
児
協
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く

た
め
に
、
今
後
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
で
き
る

の
か
検
討
し
、
市
町
村
に
情
報
提
供
す
る
こ

と
を
考
え
て
い
ま
す
。

〈進め方〉
　今回は限られた時間で課題を整理していくまでの一連の流れを体験して
いただくため、一つひとつの工程の時間を区切って進めました。

事前準備 「推進の手引き」のワークシートＡ、Ｂへの記入

当日は、４〜５人のグループで作成を進めました。

グループ内発表 ワークシートＡについてグループ内で情報共有
する。（地域の良いところ、活動のやりがい等）

個人作業
ワークシートＢで、特に地域の課題を感じてい
る２点（民生委員活動、児童委員活動１点ずつ）
を個々で選び、色別の付箋に記入する。

グループ内発表 個々で選んだ各課題をグループ内で共有する。
個人およびグループ ワークシートＣの内容を確認する。

グループ討議 付箋に記入した課題について検討し、ワーク
シートＣの当てはまる項目に付箋を貼る。

グループ討議 今後、最優先に取り組む課題を決めて、どのよ
うに取り組むのか討議する。

グループ討議および発表 一連の演習を、単位民児協で行う場合の課題や
参考になったことについて

〈グループ討議のポイント〉
①�前の人が話した内容と取り入れながら、自分の意見を話す。
②�たくさんメモをとるのではなく、話している方の顔を見て、話しを聞く
ことに集中すること。

付箋を使って課題を集約しました

グループ討議の様子
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わがまちの単位民児協活動紹介ルポ 第12回

　

下
戸
田
地
区
民
児
協
が
担
当
す
る
地

域
は
、
戸
田
市
の
東
部
に
位
置
し
、
地

域
の
東
側
は
川
口
市
に
接
す
る
住
宅
街

が
広
が
り
、西
側
に
は
国
道
17
号
に
沿
っ

て
多
く
の
飲
食
店
や
マ
ン
シ
ョ
ン
等
が
、

南
側
に
は
荒
川
沿
い
に
多
く
の
工
場
が

立
ち
並
ん
で
お
り
、
市
内
で
も
さ
ま
ざ

ま
な
エ
リ
ア
が
混
在
し
、
特
に
人
口
が

集
中
す
る
地
域
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

下
戸
田
地
区
民
児
協
で
は
、
定
例
の

会
議
や
研
修
、
高
齢
者
の
見
守
り
等
の

訪
問
活
動
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
地
域
で
行
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
て

行
っ
て
い
る
活
動
と
し
て
、「
ぱ
る
遊
会
」

と
「
ぱ
る
声
か
け
た
い
養
成
講
座
」
が

あ
り
ま
す
。

　
「
ぱ
る
遊
会
」
は
、
65
歳
以
上
の
一
人

暮
ら
し
の
方
（
要
介
護
・
要
支
援
認
定

等
を
受
け
て
い
な
い
方
）
を
対
象
に
手

作
り
の
食
事
と
お
話
し
を
楽
し
む
会
と

し
て
、
毎
月
１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

参
加
す
る
民
生
委
員
も
会
の
運
営
協
力

だ
け
で
な
く
参
加
者
の
方
と
一
緒
に
食

事
を
し
、
中
に
は
ギ
タ
ー
演
奏
等
の
特

技
を
披
露
す
る
な
ど
、
参
加
者
の
方
に

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
毎
回
工
夫
を

凝
ら
し
て
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　

一
人
暮
ら
し
で
普
段
作
ら
な
い
よ
う

な
料
理
を
、
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
食

べ
る
こ
と
で
、
孤
食
や
栄
養
バ
ラ
ン
ス

の
偏
り
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
地
域
の
高

齢
者
の
方
同
士
が
つ
な
が
れ
る
居
場
所

と
な
り
、
参
加
者
の
方
に
大
変
喜
ば
れ

て
お
り
ま
す
。

　
「
ぱ
る
声
か
け
た
い
養
成
講
座
」で
は
、

各
町
会
の
方
や
地
域
の
民
生
委
員
が
参

加
し
、
実
際
に
外
で
困
っ
て
い
る
高
齢

者
役
を
演
じ
て
い
る
職
員
に
声
か
け
を

し
な
が
ら
、
声
の
か
け
方
や
認
知
症
に

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
民
児
協
の
連
携

�

〜
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
〜

つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。認
知
症
に
な
っ

て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
て
い

け
る
よ
う
、
地
域
で
助
け
合
い
・
支
え

合
い
・
見
守
り
合
え
る
こ
と
を
目
指
し

て
、
町
会
ご
と
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

講
座
終
了
後
に
は
、
地
域
の
方
の
話

し
合
い
の
場
を
設
け
る
こ
と
で
、
地
域

の
実
状
に
つ
い
て
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
職
員
等
も
交
え
て
意
見
交
換
を

す
る
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
に
、
普
段
か
ら
高
齢
者
の
見

守
り
活
動
等
を
行
う
際
に
も
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
て
行
っ
て
お

り
、
地
域
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
協
働

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
戸
田
市
は
県
内
で
一
番
平
均

年
齢
の
若
い
市
で
は
あ
り

ま
す
が
、
今
後
、
急
激
に

高
齢
化
が
進
み
、
孤
立
世

帯
の
増
加
や
孤
独
死
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
増

え
て
い
く
と
思
わ
れ
ま

す
。
民
生
委
員
自
身
の
高

齢
化
や
、
そ
れ
に
伴
っ
た
、

な
り
手
不
足
等
、
既
に
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
も
山
積
し

て
お
り
ま
す
が
、
今
年
12

月
の
一
斉
改
選
を
迎
え

て
、
今
後
更
に
地
域
や
関

係
機
関
と
の
連
携
を
深

め
、
民
生
委
員
活
動
の
促

進
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

戸田市
下戸田地区民児協

民生委員数 主任児童委員
46名 3名

戸 田 市

ぱる遊会にて

声かけ練習の様子
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わがまちの単位民児協活動紹介ルポ
安心・安全な暮らしができる
� 街づくりを目指して

　

行
田
市
西
部
地

区
民
児
協
は
、
も

の
つ
く
り
大
学
か

ら
Ｊ
Ｒ
行
田
駅
を

中
心
と
し
た
地
域

を
担
当
し
て
い
ま

す
。
昭
和
41
年
の

行
田
駅
の
開
業
に

よ
り
開
発
が
進

み
、
人
口
が
急
増

し
た
地
域
で
す

が
、
開
発
か
ら
50

年
以
上
が
経
過

し
、
ひ
と
り
暮
ら

し
高
齢
者
や
高
齢

者
世
帯
が
増
え
て

い
ま
す
。
こ
れ
に

対
応
す
る
た
め
、

地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
を
は
じ
め

と
し
た
地
域
の
皆

様
と
連
携
し
な
が

ら
、
安
心
安
全
な

街
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

毎
月
の
定
例
会

で
は
会
議
事
項
や

研
修
以
外
に
担
当

地
区
で
起
き
た
特

殊
な
出
来
事
に
つ

い
て
事
例
紹
介
を

行
い
、
共
通
認
識

と
す
る
よ
う
に
努

め
て
い
ま
す
。
ま

た
、会
議
終
了
後
、

体
力
向
上
の
た
め

だ
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

行
田
市
で
は
毎
年
、
65
歳
以
上
の
高

齢
者
世
帯
を
戸
別
訪
問
し
て
実
態
を
把

握
し
て
い
ま
す
。
ひ
と
り
暮
ら
し
や
高
齢

者
の
み
の
世
帯
に
は
安
心
・
安
全
情
報

キ
ッ
ト
を
配
布
し
、
緊
急
連
絡
先
や
医

療
情
報
な
ど
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
、
緊

急
時
の
情
報
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
西
部
地
区
民
児
協
で
は
広
報

誌
「
お
茶
の
友
」
を
年
２
回
発
行
し
て

い
ま
す
。
平
成
５
年
１
月
に
第
１
号
を

発
行
し
、
現
在
は
54
号
に
な
っ
て
い
ま

す
。
原
稿
作
り
か
ら
印
刷
ま
で
協
力
し

な
が
ら
行
い
、
内
容
は
そ
の
時
ど
き
の

テ
ー
マ
に
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
近
年
は

川
柳
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
高
齢
者
か
ら

川
柳
を
募
集
し
て
お
り
、
応
募
も
増
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
読
者
か
ら
の

記
事
提
供
も
あ
り
ま
す
。
現
在
の
発
行

部
数
は
３
０
０
０
を
超
え
、
ひ
と
り
暮

ら
し
や
高
齢
者
世
帯
を
中
心
に
配
布
し
、

訪
問
時
の
話
題
作
り
に
も
役
立
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
、
支
援
を

必
要
と
す
る
人
を
民
生
委
員
に
つ
な
げ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
環
境
を
整
え
て
い

き
た
い
と
思
い
、
日
頃
か
ら
活
動
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
地
域
の
見
守
り
活

動
や
訪
問
に
よ
り
顔
の
見
え
る
民
生
委

員
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

ロ
コ
モ
予
防
体
操
を
行
う
な
ど
し
て
親

睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
平
成
29
年
度
に
民
生
委
員

制
度
が
創
設
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
こ

と
に
合
わ
せ
、
公
民
館
の
文
化
祭
に
民

生
委
員
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

県
民
児
協
よ
り
パ
ネ
ル
を
借
用
・
掲
示

し
た
ほ
か
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
用
意
し
、

民
生
委
員
活
動
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
来
訪
者
に
は
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

に
よ
る
認
知
症
診
断
や
特
殊
詐
欺
の
注

意
喚
起
を
い
た
し
ま
し
た
。
多
く
の
人

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
大
変
喜
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
催
し
で
少
し

で
も
民
生
委
員
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た

行田市
西部地区民児協

民生委員 主任児童委員
30名 2名

公民館文化祭で民生委員のPR活動

地域をつなぐ広報誌「お茶の友」

行
田
市
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埼
玉
県
民
児
協
だ
よ
り
　
　  

令
和
元
年
10
月
1
日
発
行

〈
発
行
人
〉大
谷
　
富
夫
　
　〈
編
集
人
〉吉
田
　
秀
実
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　〈
発
行
所
〉一般
財
団
法
人
埼
玉
県
民
生
委
員・児
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委
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協
議
会

〒
　
　
埼
玉
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さ
い
た
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和
区
針
ヶ
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国
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330-
0075

No.
162

表紙絵のお問合せ〔アトリエ ナオキ　Tel 048（686）3509〕

県民児協の予定令和元年
　民生委員が日頃の活動の中で思ったこと、知って欲しいことなどを広く一般県民の
方々に知ってもらうためのものです。
　会員の皆さん奮ってご投稿くださいますようお願いいたします。

〒330-0075
さいたま市浦和区針ヶ谷４-２-65
彩の国すこやかプラザ
一般財団法人埼玉県
民生委員・児童委員協議会
広報係宛

１ 民生委員・児童委員活動に関することであれば 内容は自由です。
２ 原稿は、８００字以内とする。
３ 応募は１人１任期中１回限りとする。
４ 掲載は毎号１人とし、投稿者氏名及び市町村   
　名を掲載する。
５ 発行月の２ヶ月前までにご応募いただいた原稿   
　の中から、広報委員会で選考のうえ掲載する。
 なお、加筆・修正等をする場合があるので、住所・
 電話番号を必ず明記のうえご投稿ください。
６ 投稿された原稿は返却しません。

「民生委員・児童委員の声」原稿募集中「民生委員・児童委員の声」原稿募集中

提出先提出先

編集後記
　県民児協だより162号をお届けします。今号は埼玉県民生委員大会など
報告事項が盛りだくさんとなりました。ご一読ください。
　「地域版活動強化方策」は、すでに各民児協で開始されていると思いま
す。ご自分の担当地域の良いところ、課題、理想像、民生委員としてのやりが
いや喜びを基本に話し合い、それらを共有していくことは、地域をさらに知
る機会となり、「地域福祉」の向上につながっていくことと思います。また、委
員同志の心の絆も強くなると確信しています。
　そんな思いの中、私たちは11月30日をもって任期満了となります。全委
員の皆さんが、健康に留意しつつ、3年間の活動の集大成として、“有終の
美”を迎えられることを願っています。

※【民生委員・児童委員の声】募集要領

　民生委員になって、まずは高齢者訪問と考えて回り始めました。東京勤めで出張も多く、地元に関
われなかった埋め合わせのつもりで引き受けたので、当然面識はありません。それでも営業経験が役
立ったのか、割合スムーズに溶け込むことができたのは幸いでした。以来6年近く続けてこられたの
は、所属民児協先輩の助言や、担当役所、社協の親切な説明によるものでした。加えて住民も概して
優しい方が多くて、人に助けられてきた活動でした。
　自分は深入りするタイプなので、民生委員の教え「公正を旨として」を肝に銘じて、平等に対応す
るように心がけています。民生委員ならではのさまざまな体験や場面に出くわすことも多く、思い返
すと感慨深いです。大雪の夜に徘徊の障がい者を引き取ったり、孤独死に出会ったり、救急車同乗、
そして特筆すべきは高齢者同士の婚姻の証人を頼まれたことさえありました。
　1期目の3年間は対応事項が多くて、夢中で過ごしてきましたが、その後は問題も発生せずにゆった
りと活動ができました。今では顔見知りになった住民の相談や悩み事の話し相手になったりしていま
す。
　12月からの3期目は住民との関わりを大切に活動していきたいと考えています。また、自分の生活の
都合上、児童の登下校見守りができないので、子どもとの接点が少ないのが難点です。それに対して
は児童関連のイベントや案内を利用して浸透を図って行きたいと思っています。

「私の活動の昨日、そして明日を思う」

1日～
14日
17～19日
19日
25日
30日

31日

赤い羽根共同募金運動
防犯のまちづくり県民大会
全国民生委員児童委員大会
埼玉・教育ふれあい賞表彰式
主任児童委員セミナー
栃木県民生委員大会
千葉市民生委員大会
茨城県民生委員大会

埼玉会館
福島県郡山市
伊奈町
すこやかプラザ
栃木県宇都宮市
千葉県千葉市
茨城県水戸市

1010

東松山市松山第二地区
民生委員児童委員協議会

（平成25年12月1日委嘱）

ゆう

渋　澤　　右 氏
「民生委員・児童委員の声」

（熊谷市　寺田　治子）

2日
9日
12日
13日
14日
17日
20日
24日

民生委員委嘱状伝達式
新任民生委員研修［1日目］（A日程）
新任民生委員研修［２日目］（A日程）
広報委員会
第１２回塙保己一賞表彰式
新任民生委員研修［１日目］（B日程）
新任民生委員研修［２日目］（B日程）
市町村民児協会長会議

さいたま市
埼玉会館
埼玉会館
さいたま市
本庄市
大宮ソニックシティ
熊谷市
すこやかプラザ

1212

19日
20～21日
20日
22日
24日
25日
26日
28日
29日

埼玉県更生保護大会
理事・監事・評議員・男女共同参画推進部会合同県外視察研修
第１５５回理事会
全国社会福祉大会
みんな幸せ・共生社会県民のつどい
全民児連公務審査会
東京都民生委員大会
埼玉県社会福祉大会
埼玉県社会福祉法人　社会貢献活動推進協議会　5周年記念式典

戸田市
栃木県日光市
栃木県日光市
東京都港区
朝霞市
東京都港区
東京都文京区
埼玉会館
さいたま市

1111
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